　　　　　　　　太陽系外惑星検出時代のSETIを考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平林　久
　この宇宙にわたしたち地球文明だけが存在するのだろうか。あるいは泡沫のようにできては滅んでいるのだろうか。あるいはすでにネットワークを作っているのだろうか。これは確かめてみるしか決着のつけようがない。
　太陽系外に知的生命体を探す試みはSETI（Search for Extra-Terrestrial Intelligence）と呼ばれる。最初のSETIは1960年におこなわれた電波望遠鏡によるオズマ計画である。このような電波SETIは以来すでに半世紀、さまざまなかたちで行われてきているが、検出には至っていない。
　オズマ計画以来、電波望遠鏡の感度、視野、スペクトル解析能力など、探査に重要な能力が格段の進歩を遂げている。2010年代に入って現実味を帯びてきたのがSKA(Square Kilometer Array)と呼ばれる超機能の電波望遠鏡計画である。世界の協力の中から、南アフリカとオーストラリアを中心地域として２地域に建設されることになっている。両地域ではそれぞれに特徴のある性能のテスト機(Pathfinder)の部分製作を始めて観測を始めようとしている。SKAのSETI能力は今までの探査を圧倒する。
　また、多くの太陽系外惑星が見つかり、地球型惑星も見つかる時代にあって、SETIはどのような方法をとるべきだろうか。これには、知的生命体がどのような天体に依存して存在するかにも寄るだろう。これには、私たちの文明の遠い未来を思い描くのがヒントとなるだろう。

　電波探査に加えて、光探査も可能性がある。他の可能性はないのだろうか。
　この講義では、大風呂敷を広げて、今後の展開の可能性について楽しく論じたい。

　　　　　「銀河鉄道の夜」の宇宙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平林　久

　本講義シリーズは太陽系外惑星を主要テーマとしているが、少しちがう内容のちがうものを混ぜようと思った。すなわち、宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」をイメージして、宇宙を語るとどうなるかというテストである。それは千人千様だろう。
　「銀河鉄道の夜」の列車は、白鳥座辺りから始まり、天の川に沿って、銀河の濃い石炭袋の見える辺りまで行く。そこで現代の私たちは何を連想していくのだろう。超新星残骸、ブラックホール、パルサーなど、白鳥座には星の死のドラマが満ちている。そして最後のしんしんと黒い石炭袋は星の再生の領域でもある。下車のあとで白鳥座を仰ぎ見よう。ケプラー衛星は何十万星を見つめ続けて、何千もの太陽系外惑星を見つけてきた。
　「銀河鉄道の夜」はどことなく未完成で暗く、それでいながら気になる童話である。他の人はどう感じるのかを知るために、何冊かを読んでみたが，面白いものはなかった。自分で考えるしかないのだろう。
　最後にクイズをだそう。「銀河鉄道の夜」には鳥捕りのおじさんが出てくる.。彼は何者だろう。
仙果のような林檎が登場する。この林檎は何なんだろう。いろいろなことがいろいろに読めておもしろい。
